
源
氏
物
語
に
お
け
る

形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
に
つ
い
て

藤

松

紀

子

　
源
氏
物
語
で
は
、
た
と
え
ば
ウ
ラ
メ
シ
と
い
う
形
容
詞
を
基
本
に
し
て
、
モ

ノ
ウ
ラ
メ
シ
、
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
ナ
リ
、
モ
ノ
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
ナ
リ
と
い
う
四
層
を
区
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

し
、
情
況
に
応
じ
て
そ
れ
を
使
い
分
け
た
と
い
う
こ
と
を
大
野
晋
先
生
が
「
日

本
語
を
さ
か
の
ぼ
る
」
の
中
で
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
を
読
ん
で
私
は
形

容
詞
に
接
頭
語
モ
ノ
や
接
尾
語
ゲ
が
つ
い
た
形
に
興
味
を
覚
え
、
自
分
な
り
に

用
例
の
傾
向
や
特
色
な
ど
の
考
察
を
試
み
た
。

　
用
例
を
引
く
に
あ
た
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
は
小
学
館
の
「
日
本
古
典
文
学
全
集

・
源
氏
物
語
」
ω
～
㈲
を
使
用
し
、
池
田
亀
鑑
氏
の
「
源
氏
物
語
大
成
・
索
引

篇
」
に
出
て
い
る
形
に
倣
っ
た
。
な
お
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
に
関
し
て
は
、
接

尾
語
ゲ
が
つ
い
て
形
容
動
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
接
尾
語

「
さ
」
を
伴
っ
て
名
詞
化
さ
れ
た
「
か
な
し
げ
さ
」
等
や
、
　
「
な
し
」
を
伴
っ

た
「
た
の
も
し
げ
な
し
」
等
の
形
も
用
例
と
し
て
引
い
た
。

　
ま
た
便
宜
上
、
源
氏
物
語
を
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
に
分
け
た
が
、
第

一
部
は
執
筆
順
序
の
問
題
が
あ
り
、
二
系
統
の
物
語
が
組
み
合
わ
さ
り
、
構
成

が
複
雑
な
の
で
、
従
来
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の

中
で
、
最
も
重
要
な
女
主
人
公
の
呼
び
名
に
よ
る
紫
上
系
と
玉
覧
系
に
分
け

た
。
以
後
、
紫
上
系
を
A
グ
ル
ー
プ
、
玉
量
系
を
B
グ
ル
ー
プ
、
第
二
部
を
C

グ
ル
ー
プ
第
三
部
を
D
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
ま
ず
源
氏
物
語
の
中
に
見
ら
れ
る
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
、
接
頭
語
モ
ノ
＋
形

容
詞
、
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
用
例
を
比
較
し
て
み
る
。
（
資

料
参
照
）
各
用
例
の
総
数
・
異
な
り
語
数
・
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
な
い
語

（
本
稿
で
は
万
葉
集
・
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
古
今
集
・
土
佐
日
記
・
後
撰

和
歌
集
・
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
大
鏡
・
方
丈
記

・
徒
然
草
・
宇
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
の
一
五
作
品
の
用
例
と
比
較
し
た
と
き

に
源
氏
物
語
だ
け
、
あ
る
い
は
源
氏
物
語
と
紫
式
部
日
記
だ
け
に
見
ら
れ
る
語

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
こ
と
を
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
な
い
語
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
各
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
用
例
数
・
使
用
範
囲
等
を
調
べ
整
理
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。

　
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容
詞
の
用
例
は
、
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語

が
、
異
な
り
語
数
三
三
の
う
ち
一
四
と
多
く
見
ら
れ
る
。
源
氏
物
語
全
体
を
四

グ
ル
！
プ
に
分
け
た
場
合
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
用
例
数
の
差
が
あ
ま
り
な

く
、
使
用
範
囲
が
三
グ
ル
ー
プ
以
上
の
も
の
が
半
分
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
、

作
品
全
体
に
用
例
が
平
均
し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
形
に

比
べ
る
と
、
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容
詞
は
三
〇
〇
例
三
三
種
と
用
例
数
、
異
な
り

語
数
は
そ
れ
程
多
く
な
い
。

　
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
形
は
、
接
頭
語
モ
ノ
だ
け
、
あ
る
い
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表1
接頭語モノ＋形容詞
＋接尾語ゲ

48例

接頭語モノ＋形容詞形容詞＋接尾語ゲ

300例1192例用例総数

14語33i五　　　ロロ181－m　　　　口口

9語14語96語

異なり語数

紫式部の作品にし
かない語

（66．7％）

（27．1％）

（4．・2％）

（2．1％）

32

P3

Q
1
0

（64．　7％）

（22．7％）

（10．7％）

（1．7％）

（0．3％）

194

68

32

　　5

　　1

（72．6％）

（17．　6％）

（8．9％）

（0．8％）

（0．1％）

865

210

106

10

　　1

地の文

会話文

心内語文

消息文

歌

用
例
を
含
む
文

7語

7語

4語

9語

8例

15例

8例

17例

23語

26語

16語

20語

90例

56例

61例

93例

77語

82語

66語

114語

289例

215例

242例

446例

Aグループ

Bグループ

Cグループ

Dグループ

（7．1％）

（28．6％）

（14．3％）

（50．0％）

語
語
語
語

1
　
4
　
2
　
7
・

（36．4％）

（18．2％）

（12，1％）

（33．3％）

12語

6語

4語

11語

（13．8％）

（12，7％）

（16．6％）

（56．9％）

　　　18語

　　　18語

　　　20語

　　　47語

　25語

　23語

　30語

・103語

→Aグループ

　Bグループ

　Cグループ

　Dグループ

4グループ

3グループ

2グループ

1グループ

使
　
　
用
　
　
範
　
　
囲

は
接
尾
語
ゲ
だ
け
が
つ
い
た
形
に
比
べ
て
、
用
例
数
も

異
な
り
語
数
も
ず
っ
と
少
な
く
、
紫
式
部
の
作
品
に
し

か
見
ら
れ
な
い
語
や
使
用
範
囲
の
狭
い
も
の
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。

　
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
は
用
例
数
一
一
九
二
例
、
異
な

り
語
数
一
八
一
語
と
用
例
数
も
異
な
り
語
数
も
多
く
、

ま
た
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語
も
九
六
語

と
多
い
。
使
用
範
囲
を
見
る
と
、
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容

詞
が
三
グ
ル
ー
プ
以
上
に
見
ら
れ
る
も
の
が
五
〇
％
以

上
も
あ
り
、
源
氏
物
語
に
お
い
て
片
寄
り
な
く
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
形
容
詞
＋
接
尾

語
ゲ
は
一
グ
ル
ー
プ
に
し
か
用
例
の
な
い
語
が
六
割
近

く
も
あ
る
な
ど
、
使
用
範
囲
の
片
寄
り
が
見
ら
れ
る
。

　
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
に
つ
い
て
も
う
少
し
細
か
く
整

理
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

°
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
は
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
地

の
文
に
用
例
が
多
い
け
れ
ど
も
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

比
較
す
る
と
ω
の
よ
う
に
、
D
グ
ル
ー
プ
で
は
地
の
文

の
用
例
の
占
め
る
割
合
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
紫
式

部
の
作
品
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語
は
、
一
八
一
語
の
う

ち
九
六
語
と
か
な
り
多
い
が
、
㈲
の
よ
う
に
使
用
範
囲

が
狭
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
紫
式
部
の
作
品
に

し
か
な
い
語
の
中
で
、
接
尾
語
ゲ
を
取
り
除
い
た
形
容

詞
の
形
も
、
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
な
い
語
は
一
五
語

（
あ
な
づ
り
に
く
げ
・
あ
ら
ま
し
げ
・
い
う
め
か
し
げ
・
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表2
　（1）用例のある文の種類

DグループCグループBグループAグループ

290

85

66

　　5

（65．0％）

（19．1％）

（14．8％）

（1．1％）

185

43

12

　2

（76．4％）

（17．8％）

（5．0％）

（0．8％）

153

51

10

　　1

（71．2％）

（23．7％）

（4．7％）

（0．4％）

237

31

18

　　3

（82．0％）

（10，7％）

（6．2％）

（1．0％）

地の文

会話文

心内語文

消息文・歌

（2）紫式部の作品にしかない語

計消息文・歌心内語文会話文地の文
32

23

26

83

（19．5％）

（14．　0％）

（15．9％）

（50．　6％）

1
　
1
　
0
　
0

5
0
1
1
4

4
2
8
1
9

22

Q0

P7

T0

Aグループ

Bグループ

Cグループ

Dグループ

164　　　　2

（1．2％）

　　　　20

（12．2％）

　　　　33

（20，1％）

　　　109

（66．5％）計

（3）

紫式部の作品にしかない語異なり語数使用範囲

（　0％）

（21．7％）

（53．3％）

（72．8％）

0
5
1
6
7
5

25

23

30

103

4グループ

3グループ

2グループ

1グループ

か
が
や
か
し
げ
、
か
け
か
け
し
げ
、
か
よ
わ
げ
、
こ
こ
ろ

あ
さ
げ
、
す
ぐ
し
が
た
げ
、
そ
し
ら
は
し
げ
、
そ
ぞ
ろ
さ

む
げ
、
た
だ
よ
は
し
げ
、
な
ぐ
さ
め
が
た
げ
、
な
ま
う
ら

め
し
げ
、
な
ま
に
く
げ
、
に
く
み
が
た
げ
）
と
少
な
く
、

接
尾
語
ゲ
が
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
紫
式
部
の
作
品
に
し

か
な
い
語
に
な
っ
て
い
も
の
が
多
い
。

　
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
用
例
を
見
る
と
、
D
グ
ル
ー
プ
に

多
く
、
使
用
範
囲
の
狭
い
語
や
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
な

い
語
も
多
い
。
D
グ
ル
！
プ
は
、
用
例
数
も
一
番
多
い

が
、
単
に
用
例
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
異
な
り
語
数
や
他

の
グ
ル
ー
プ
に
な
い
語
や
紫
式
部
の
作
品
に
し
か
な
い
語

も
多
い
の
に
は
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
こ
で
は
接
頭
語
モ
ノ
＋
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
用
例

も
含
め
、
形
容
詞
に
接
尾
語
ゲ
の
つ
い
た
形
＝
一
四
〇
例

に
つ
い
て
、
他
の
作
品
と
比
較
し
て
み
る
。
比
較
し
た
作
品

　
注
2
　
　
　
　
注
3
　
　
　
　
注
4
　
　
　
注
5

は
、
竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕
草
子
・

注
6
紫
式
部
日
記
の
五
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
・
異
な
り

語
数
・
用
例
が
あ
る
文
の
種
類
・
作
品
独
自
の
語
・
描
写

の
対
象
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。

　
他
の
作
品
の
用
例
と
比
較
し
て
わ
か
る
こ
と
は
次
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。

　
源
氏
物
語
は
本
文
が
一
番
長
い
の
で
、
形
容
詞
に
接
尾

語
ゲ
の
つ
い
た
形
の
用
例
も
一
番
多
く
、
作
品
独
自
の
語

も
他
の
作
品
よ
り
も
か
な
り
種
類
が
多
い
。
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表3

枕草子1紫式部日記1源氏物語

1801 50i　1240

竹取物語1宇津保物語1落窪物語

7 2571　163用例総数

195225738527異なり語数

10506320作品独自の語

897

223

108

11

　　1

　　0

47

R
0
0
0
0

177

　3

　0

　0

　0

　0

103

48

　　3

　　9

　　0

　　0

128

101

　　4

17

　　3

　　4

Q
U
　
3
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
0

地の文

会話文

心内語文

消息文

歌

その他

用
例
を
含
む
文

　　　990
（79．8％）

　　46
（92％）

　　　　891

（49．4％）

　　　123

（75，5％）

　　180

（70％）

　　　　　4

（57．1％）人物描写

　　　250

（20．2％）

　　4
（8％）

　　　　91

（50．6％）

　　　　40

（24．5％）

　　77
（30％）

　　　　　3

（42．9％）
人物以外の描
写

描
写
の
対
象

＊作品独自の語は異なり語数を記してある。

　
物
語
は
日
記
や
随
筆
に
比
べ
て
、
会
話
文
中
の
用
例
が
多
い
が
、
源
氏
物
語

は
竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
に
比
べ
る
と
会
話
文
中
の
用
例
の
割

合
が
少
な
く
、
地
の
文
中
の
用
例
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
描
写
の
対
象
と
し

て
は
、
人
物
描
写
に
使
わ
れ
て
い
る
用
例
が
多
い
。

　
源
氏
物
語
と
同
作
者
の
作
品
で
あ
る
紫
式
部
日
記
は
、
用
例
が
五
〇
例
と
少

な
い
割
に
は
異
な
り
語
数
が
二
二
と
多
い
。
他
の
作
品
の
用
例
の
巾
に
は
、
源

氏
物
語
の
中
に
見
ら
れ
な
い
語
が
あ
る
け
れ
ど
も
（
竹
取
物
語
一
・
宇
津
保
物

語
六
・
落
窪
物
語
八
・
枕
草
子
一
一
）
、
紫
式
部
日
記
に
あ
る
用
例
は
す
べ
て

源
氏
物
語
の
中
に
見
出
さ
れ
る
し
、
紫
式
部
日
記
と
源
氏
物
語
に
は
用
例
が
あ

る
が
、
前
述
の
一
四
作
品
に
は
用
例
が
な
い
と
い
う
語
が
四
語
あ
る
な
ど
、
形

容
詞
に
接
尾
語
ゲ
が
つ
い
た
形
の
使
い
方
を
見
た
だ
け
で
も
、
同
作
者
と
し
て

の
類
似
性
が
伺
え
る
。

＊

　
今
ま
で
は
用
例
の
数
の
上
か
ら
だ
け
見
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
話
の
内
容

等
も
合
わ
せ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
用
例
が
ど
う
い
う
場
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
を
見
て
み
た
い
。
あ
る
一
つ
の
場
面
を
考
え
た
場
合
に
、
形
容
詞
＋
接
尾
語

ゲ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
れ
を
見
て
描
写
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
両
者
の
位
置
か
ら
場
面
と
い
う
も
の
を
考

え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
（
軒
端
荻
の
）
髪
は
い
と
ふ
さ
や
か
に
て
、
長
く
は
あ
ら
ね
ど
下
り
端
、
肩
の

　
　
ほ
ど
き
よ
げ
に
、
す
べ
て
い
と
ね
ぢ
け
た
る
所
な
く
、
を
か
し
げ
な
る
人

　
　
と
（
源
氏
に
は
）
見
え
た
り
。
（
「
空
蝉
」
一
九
四
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
文
章
で
は
、
「
き
よ
げ
」
「
を
か
し
げ
」
は
軒
端
荻
に
つ
い
て
の
描
写
で

あ
り
、
光
源
氏
の
目
を
通
し
て
軒
端
荻
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
場
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表4
　（1）地の文

計Aグルーフ゜ P・グ・レープcグ・レープ1・グループ

218

330

112

　　8

　　0

229

68

107

44

　　3

　　0

81

45

W1

Q2

Q
0
4
0

40

V6

X
1
0
3
5

65

U6

R7

Q
0
7
3

a
　
l
D
　
　
C
　
d
　
　
e

ー
　
　
　
　
ウ
臼

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

897303190161243計

計・

（2）会話文・心内語文等

lAグル＿プlBグル＿プlCグル＿プlDグル＿プ

16

54

193

58

22

　　7

22

105

20

　7

3
1
3
3
2
5
7

3
1
2
2
9
1
9
6

3
7
2
7
1
4
2

a
　
l
D
　
　
C
　
d
　
　
e

1
　
　
　
　
2

イ

343161606953

合
、
軒
端
荻
を
〃
描
写
対
象
物
”
、
光
源
氏
を
“
視
点
と
な
っ
て
い
る
人

物
〃
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
場
面
を
次
の
よ
う
に
大
き
く
イ
と
口
の
二
つ
に
分
け
、
イ
を
さ
ら
に
細
か

く
分
類
し
て
み
る
。

イ
　
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
登
場
人
物
で
あ
る
例

一、

`
写
対
象
物
と
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
同
場
面
に
位
置
し
て
い
る

　
例
　
a
、
視
覚
を
あ
ら
わ
す
動
詞
「
見
る
」
等
や
、
聴
覚
を
あ
ら
わ
す
動
詞
「
聞

　
　
く
」
等
が
形
容
詞
に
接
尾
語
ゲ
が
つ
い
た
形
と
同
文
、
あ
る
い
は
前
後

　
　
の
文
に
見
出
せ
る
も
の

　
b
、
「
見
る
」
「
聞
く
」
等
の
動
詞
が
伴
わ
な
い
が
前
後
の
関
係
か
ら
、
視

　
　
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
と
描
写
対
象
物
が
同
場
面
に
位
置
し
て
い
る
と

　
　
わ
か
る
も
の

二
、
描
写
対
象
物
と
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
、
空
間
的
、
時
間
的
に
離

　
れ
た
場
面
に
位
置
し
て
い
る
例

　
c
、
描
写
対
象
物
と
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
、
空
間
的
に
離
れ
て
い

　
　
る
も
の

　
d
、
描
写
対
象
物
を
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
過
去
の
体
験
に
よ
っ
て

　
　
描
写
し
て
い
る
も
の

　
e
、
描
写
対
象
物
を
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
推
量
に
よ
っ
て
描
写
し

　
　
て
い
る
も
の

ロ
　
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
登
場
人
物
に
は
見
あ
た
ら
な
い
例

地
の
文
と
地
の
峡
以
外
の
文
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
前

述
の
項
目
に
分
類
し
て
み
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

地
の
文
で
は
、
a
、
b
の
よ
う
に
描
写
対
象
物
と
視
点
と
な
つ
て
い
る
人
物
が

一43一



●

同
場
面
に
位
置
し
て
い
て
、
直
接
、
描
写
対
象
物
を
目
に
し
た
り
、
耳
に
し
た
り

し
て
い
る
場
合
に
、
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
に
対
し
て
心
内
語
文
、
会
話
文
等
で
は
、
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
と
描
写
対

象
物
が
空
間
的
、
時
間
的
に
離
れ
て
い
る
場
面
の
用
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
語
を
あ
げ
て
み
る
と
、
「
ら
う
た
げ
」
「
う
つ
く
し
げ
」
「
を
か
し

げ
」
の
語
は
、
地
の
文
の
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
会
話
文
・
心
内
語
文
で
は
用

例
が
少
な
く
、
特
に
会
話
文
で
は
相
手
を
前
に
し
て
、
そ
の
人
物
を
「
ら
う
た

げ
」
「
う
つ
く
し
げ
」
な
ど
と
言
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
会
話
文
・
心
内
語
文

等
に
は
「
う
と
ま
し
げ
」
「
お
そ
ろ
し
げ
」
「
な
や
ま
し
げ
」
「
た
の
も
し
げ
な

し
」
な
ど
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
意
味
の
形
容
詞
に
接
尾
語
ゲ
の

つ
い
た
形
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
接
尾
語
ゲ
が
地
の
文
で
使
わ
れ
る
場
合
は
、
外
か
ら
見
え
る
様
子
を
単
に
あ

ら
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
主
観
が
入
る
会
話
文

・
心
内
語
文
中
で
接
尾
語
ゲ
が
使
わ
れ
る
場
合
、
外
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
本
質
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
裏
の
意
味
あ
い
が
強
く

な
り
、
接
尾
語
ゲ
の
つ
い
て
い
な
い
形
容
詞
よ
り
一
段
低
い
感
じ
を
表
わ
し
た

り
、
好
ま
し
く
な
い
意
味
を
弱
め
る
た
め
に
接
尾
語
ゲ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
分
類
し
て
み
る
と
、
地
の
文
と
そ
れ
以
外
の
文
で
は
、
形
容
詞
＋

接
尾
語
ゲ
の
使
わ
れ
て
い
る
場
面
に
差
が
あ
り
、
同
じ
語
で
あ
っ
て
も
、
地
の

文
と
会
話
文
・
心
内
語
文
な
ど
で
は
、
こ
と
ば
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多
少
異
な
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
地
の
文
に
お
け
る
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
描
写
対
象
物
と
視
点
と
な
っ
て
い

る
人
物
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
描
写
対
象
物
と
な
っ
て
い
る
人
物
に
片
寄
り
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
調

べ
て
み
る
と
、
描
写
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
物
は
、
帝
か
ら
随
身
や
下
仕
え

に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
の
人
物
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
用
例
が
多
い

の
は
、
や
は
り
物
語
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
人
物
で
、
用
例
数
が
二

〇
以
上
の
人
物
を
抜
き
出
し
て
み
る
と

　
　
紫
上
（
四
四
例
）
　
薫
（
四
三
例
）
　
光
源
氏
（
四
一
例
）
　
中
の
君

　
　
（
三
九
例
）
　
．
女
三
の
宮
（
三
三
例
）
　
浮
舟
（
二
九
例
）
　
玉
璽
（
二

　
　
六
例
）
　
夕
霧
（
二
一
例
）
　
大
君
（
二
一
例
）
　
葵
上
（
二
〇
例
）

と
い
う
よ
う
に
物
語
の
中
心
人
物
が
出
揃
っ
て
し
ま
う
。

　
源
氏
物
語
の
主
要
な
人
物
（
定
義
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て

使
用
し
た
源
氏
物
語
⑥
の
巻
末
に
あ
る
源
氏
物
語
主
要
人
物
解
説
に
名
前
が
出

て
い
る
入
物
五
八
名
を
こ
こ
で
は
主
要
人
物
と
し
た
）
に
つ
い
て
整
理
す
る

と
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
が
、
女
性
の
方
が
多
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
男
性
一
七
六
例
、
女
性
三
五
七
例
と
男
性
の
倍
ち
か
く
女
性
が
形
容
詞
＋

接
尾
語
ゲ
に
よ
る
描
写
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
（
表
5
参
照
）

　
次
に
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
を
調
べ
て
み
た
が
、
描
写
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
物
と
同
様
、
帝
か
ら
供
人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
源
氏
物
語
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
の
視
点
で
物
を
見
て
描
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
描
写
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
物
に
比
べ
る
と
、
視
点
と
な
っ
て

い
る
人
物
は
人
物
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
な
く
、
用
例
数
に
片
寄
り
が
見
ら
れ

る
。
試
み
に
用
例
数
の
多
い
順
に
一
〇
人
挙
げ
て
み
る
と
、

　
　
語
り
手
（
二
二
九
例
）
　
光
源
氏
（
二
二
一
例
）
　
薫
（
八
一
例
）
　
夕

　
　
霧
（
四
〇
例
）
　
匂
宮
（
三
七
例
）
　
頭
中
将
（
一
四
例
）
　
中
将
の
君

　
　
（
一
二
例
）
　
明
石
の
君
（
一
二
例
）

一44一
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表
5
　
主
要
な
人
物
描
写
の
対
象

明
石
入
道

宇
治
の
阿
閣
梨

右
大
臣

薫柏
木
桐
壷
院

今
上
帝

紅
梅
左
近
少
将

左
大
臣

式
部
卿
宮

朱
雀
院

中
将
頭
中
将

時
方
匂
宮
八
の
宮

光
源
氏

髪
黒
常
陸
介

蛍
宮
夕
霧
横
川
僧
都

冷
泉
院

総
　
数

三
四
三一

〇

　
二四二二四三

一
一　二　 四一四一一ニー四一六二

A
三二二二二五

二
四山ノ＼三

B

一⊥ノ＼
　≡≡
三二一

C

九五二三一五九二

D
三
八四三六九一一四

葵
の
上

明
石
の
尼
君

明
石
の
君

明
石
の
中
宮

秋
好
中
宮

朝
顔
の
姫
君

一
条
御
息
所

浮
舟
空
蝉
近
江
の
君

大
君
（
玉
髭
の
子
）

大
君
゜

大
宮
落
葉
宮

小
野
の
妹
尼

朧
月
夜
の
君

女
一
の
宮

女
三
の
宮

雲
居
雁

源
典
侍

弘
徽
殿
大
后

弘
徽
殿
女
御

待
従
の
君

末
摘
花

総
　
数

六二六三二六五五五一三六四九四一四一四〇三〇二一三

・
一
・
一
・

一四五三一九四五一
〇
二三

一　一三六四一三三
＝
二

nt @　．」一　 一二二／＼一四五一
　≡
二

D
三

二
九　三

三
五二一二

．
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計

一
七
六

四
九

二
五

三
六

六
六

玉
量
．

中
将
の
君

中
の
君

花
散
里

藤
壺
中
宮

弁
の
尼

真
木
柱

紫
の
上

夕
顔
六
条
御
息
所

　
　
　
計

二
六

　
二
三
九

　
三
　
七
　
六

　
四
四

　
　
四

　
　
二

三
五
七

七三一
七

　
二
九
六

二
五四一

六
五

二
六

八
二

九ニー⊥ノ＼

一
一
四

表
　
6
　
　
主
要
な
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物

明
石
入
道

宇
治
の
阿
閣
梨

右
大
臣

薫柏
木
桐
壺
院

今
上
帝

紅
梅
左
近
少
将

左
大
臣

式
部
卿
宮

朱
雀
院

中
将

　二二
　　一八
七六

二七一一

一
六　二三

二

八
一

葵
の
上

明
石
の
尼
君

明
石
の
君

明
石
の
中
宮

秋
好
中
宮

朝
顔
の
姫
君

一
条
御
息
所

浮
舟
空
蝉
近
江
の
君

大
君
（
玉
量
の
子
）

大
君
大
宮

五一一一〇二一八一

八一一一

｝

五二二

一
〇八一

46



頭
中
将

時
方
匂
宮
八
の
宮

光
源
氏

髪
黒
常
陸
介

蛍
宮
夕
霧
横
川
僧
都

冷
泉
院

　
　
　
計

一
四三八一四七　四五二〇

七
九
二五五

一
二
〇

七
　六
七五

一」＿

ノ＼

八
五

　　六

一四
二
五

一
＝

四七三二四

＝
二
三

落
葉
宮

小
野
の
妹
尼

朧
月
夜
の
君

女
一
の
宮

女
三
の
宮

雲
居
雁

源
典
侍

弘
徽
殿
大
后

弘
徽
殿
女
御

待
従
の
君

末
摘
花

玉
難
中
将
の
君

中
の
君

花
散
里

藤
壷
中
宮

弁
の
尼

真
木
柱

紫
の
上

夕
顔
六
条
御
息
所

計

一八四二二八二七三一四

　
一

　
一一

一二二

一一四三一

ム
＝

一五三二二一
一
五

四一一一⊥ノ、
二
二

八
一

　
一＝

一一
八

六
一

47

一

と
い
う
よ
う
に
、
語
り
手
、
光
源
氏
、
薫
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い

る
。　
男
性
と
女
性
を
比
べ
る
と
、
描
写
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
物
と
は
反
対

に
、
男
性
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
接
尾
語
ゲ
が
使
わ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
だ
け
し
か
考
察
し
て
い
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

紫
式
部
と
い
う
女
性
の
作
者
が
、
光
源
氏
や
薫
と
い
っ
た
男
性
の
目
を
通
し
て



女
性
を
描
写
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
は
興
味
深
い
。

　
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
が
女
性
で
あ
る
例
は
、
男
性
に
比
べ
て
少
な
い
け

れ
ど
も
、
主
な
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
用
例
数
（
表
6
参
照
）
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
比
べ
て
み
る
と
、

　
　
A
グ
ル
ー
プ
　
　
　
男
性
＝
一
〇
例
　
　
　
女
性
二
一
例

　
　
B
グ
ル
ー
プ
　
　
　
男
性
　
八
五
例
　
　
　
女
性
一
五
例

　
　
C
グ
ル
ー
プ
　
　
　
男
性
一
一
一
例
　
　
　
女
性
二
二
例

　
　
D
グ
ル
ー
プ
　
　
男
性
＝
壬
二
例
　
　
女
性
六
一
例

と
い
う
よ
う
に
、
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
男
性
と
女
性
の
用
例
の
比
が
大
体
六
対

一
で
あ
る
が
、
D
グ
ル
ー
プ
で
は
大
体
二
対
一
と
、
視
点
と
な
っ
て
い
る
人
物

が
女
性
で
あ
る
用
例
の
占
め
る
割
合
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最
初
は

単
に
人
形
の
よ
う
な
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
女
性
登
場
人
物
が
、
次
第
に
男
性

登
場
人
物
と
同
様
に
物
を
見
、
描
写
す
る
視
点
を
持
つ
存
在
へ
変
わ
っ
て
い
っ

た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
考
察
は
前
述
の
よ
う
に
、
源
氏
物
語
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行

な
っ
た
。
第
一
部
の
紫
上
系
と
玉
婁
系
で
は
、
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
く
、
接
頭

語
モ
ノ
＋
形
容
詞
や
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
の
用
例
数
が
、
玉
髪
系
は
紫
上
系
よ

り
も
少
な
い
の
に
異
な
り
語
数
は
多
く
、
玉
塁
系
は
紫
上
系
よ
り
も
多
少
語
彙

が
豊
富
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
程
度
の
違
い
し
か
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
で
の
用
例
を
比
較
し
て
み
る
と
、
第
三
部
は
異

な
り
語
数
が
多
く
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
用
例
の
な
い
語
や
紫
式
部
の
作
品
に
し

か
見
ら
れ
な
い
語
が
多
い
こ
と
、
視
点
と
な
っ
て
い
る
女
性
の
用
例
が
多
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
見
ら
れ
る
。
源
氏
物
語
を
内
容
の
上
か
ら
見
る
と
、

第
三
部
は
非
常
に
近
代
小
説
的
な
面
を
持
っ
て
い
て
、
第
一
部
な
ど
と
比
べ
る

と
作
者
の
成
長
の
過
程
が
伺
え
る
が
、
こ
と
ば
の
用
法
も
話
の
筋
と
密
接
し
た

関
係
に
あ
っ
て
、
第
三
部
で
は
語
の
種
類
も
豊
富
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ
は
源
氏
物
語
に
し
か
な
い
語
が
多
い
が
、
そ
れ
ら

は
使
用
範
囲
が
狭
く
、
一
グ
ル
ー
プ
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語
が
多
い
。
特
に
第

三
部
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
語
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
形
容
詞
＋
接
尾
語

ゲ
と
い
う
形
は
、
作
品
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
必
要
に
応
じ
て
新
し
い

形
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
紫
上
系
と
玉
塁
系
で
は
、
さ
ぼ
ど
違
い
が
見
ら
れ
な
い
の
に
、
第
一
部
、
第

二
部
、
第
三
部
と
分
け
て
み
る
と
、
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と

で
あ
る
。

　
今
回
は
資
料
の
羅
列
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
こ
の
ま

ま
眠
ら
せ
て
お
か
な
い
で
、
草
子
地
や
人
物
論
等
の
問
題
を
考
え
る
時
に
、
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

資
料

注注注321注注注654
大
野
晋
「
日
本
語
を
さ
か
の
ぼ
る
」
岩
波
新
書

山
田
忠
雄
「
竹
取
物
語
総
索
引
」
武
蔵
野
書
院

宇
津
保
物
語
研
究
会
「
宇
津
保
物
語
・
本
文
と
索
引
・
索
引
編
」

笠
間
書
院

「
落
窪
物
語
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店

「
枕
草
子
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店

「
紫
式
部
日
記
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店

＊
印
↓
一
六
作
品
の
中
で
源
氏
物
語
だ
け
に
見
ら
れ
る
語
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巽
印
↓
｝
六
作
品
の
中
で
源
氏
物
語
と
紫
式
部
日
記
だ
け
に
見
ら
れ
る
語

　
　
　
消
息
文
・
歌
の
中
の
用
例
は
、
会
話
の
項
に
入
れ
、
（
　
）
に
よ
っ

a
、
形
容
詞
＋
接
尾
語
ゲ

て
、
会
話
の
用
例
と
区
別
し
た
。

使
用
範
囲

B

D

A
　
　
D

B
C
D

B
　
D

C

　
　
　
D

A
B
　
D

　
　
　
D

　
　
　
D

　
　
　
D

A
　
C
D

　
　
C
D

　
　
　
D

　
B
　
D

　
B

A
A
B
C
D あ

い
ぎ
ゃ
う
な
げ

あ
う
な
げ

あ
さ
ま
し
げ

あ
し
げ

あ
た
ら
し
げ

あ
つ
げ

あ
な
づ
ら
は
し
げ

あ
な
づ
り
に
く
げ

あ
や
し
げ

あ
や
ふ
げ

あ
ら
あ
ら
し
げ

あ
ら
ま
し
げ

あ
ら
ま
ほ
し
げ

あ
り
が
た
げ

あ
わ
た
だ
し
げ

い
ざ
と
げ

い
そ
が
し
げ

い
た
げ

い
で
き
が
た
げ

い
と
ほ
し
げ

＊＊＊＊＊

　
＊

＊
　
＊＊

総
数211121362116112111211
A
紫
上
系

文地
　の

14221
会
話

B
玉
叢
系

語心
　内

文地
　の

1

111111

会
話

12

C
第
二
部

語心
　内

文地
　の

11114

会
話

3

D
第
三
部

語心
　内

文地
　の

11111122113

会
話1114

ひ
内
語111

竹取
宇津保111

落窪
131

枕草子

紫式部
日記

11111
1

【
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AA　A　　　　A　A　　　A
BBB　　　　　 BC　　　　 C　C　C　　C
DD　DDD　D　D　DDD　D

BBBBBAAAAA　A　　B
　　CCC　CCCD　DD　DD

い
は
け
な
げ

い
ふ
か
ひ
な
げ

い
ま
め
か
し
げ

い
み
じ
げ

い
う
め
か
し
げ

う
け
は
し
げ

う
し
ろ
め
た
げ

う
つ
く
し
げ

ー
さ
う
と
ま
し
げ

ー
も
な
し

う
ひ
う
ひ
し
げ

う
ら
が
な
し
げ

う
ら
め
し
げ

う
る
さ
げ

う
る
は
し
げ

う
れ
し
げ

お
そ
ろ
し
げ

お
ほ
げ

お
も
だ
た
し
げ

お
よ
び
が
た
げ

か
が
や
か
し
げ

か
け
か
け
し
げ

か
ご
と
が
ま
し
げ

か
し
こ
げ

か
た
く
な
し
げ

か
た
げ

＊＊

　
＊

　
＊

＊
＊＊＊＊＊

＊＊＊＊
＊

3112632111131101211712142641421
11122571211
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1（1）111
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1111312111
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1401171
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AA　　　　　AA　　　AA　　　AA
　　　BB　　B　B　B　B
　　　C　　　　　CC　C
DD　D　DDDDD

BBB　　BB　B　BC　　　　　　 C

DDDD　　　DDD　D
か
た
ら
ひ
が
た
げ

か
た
は
ら
い
た
げ

か
ど
か
ど
し
げ

か
な
し
げ

か
へ
り
な
ま
ほ
し
げ

か
よ
わ
げ

か
ろ
げ

き
き
す
ぐ
し
が
た
げ

き
こ
え
つ
た
え
に
く
げ

き
た
な
げ

ー
な
し

き
よ
げ

く
し
い
た
げ

く
ち
お
も
げ

く
ち
を
し
げ

く
ま
な
げ

く
や
し
げ

く
る
し
げ

ー
さ
け
う
と
げ

け
ど
ほ
げ

こ
こ
ち
な
げ

こ
こ
ろ
あ
さ
げ

こ
こ
ろ
ぐ
る
し
げ

こ
こ
ろ
す
ご
げ

こ
こ
ろ
せ
ば
げ

こ
こ
ろ
づ
き
な
げ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
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1111619
（
1
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111
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21221
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47122

1 11

1 126　1　1　14　111　13
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114 151 1
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7

44714812
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D
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D
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C
D

　
　
　
D
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D

A
　
　
P
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C
D

　
BA
B
C
D

　
　
　
D

A
B
　
D

　
B
　
D

A
　
C
D

A
　
　
D

　
B
　
　
　
D

A

こ
こ
ろ
つ
よ
げ

こ
こ
ろ
と
げ

こ
こ
ろ
な
げ

こ
こ
ろ
は
つ
か
し
げ

こ
こ
ろ
ふ
か
げ

こ
こ
ろ
ぽ
そ
げ

こ
こ
ろ
も
と
な
げ

こ
こ
ろ
や
す
げ

こ
こ
ろ
や
ま
し
げ

こ
こ
ろ
よ
げ

こ
こ
ろ
よ
わ
げ

こ
こ
ろ
を
さ
な
げ

こ
ち
な
げ

ご
と
ご
と
し
げ

こ
の
ま
し
げ

さ
う
ざ
う
し
げ

さ
か
し
げ

さ
が
な
げ

さ
び
し
げ

さ
ぶ
ら
ひ
に
く
げ

さ
む
げ

さ
わ
が
し
げ

し
ど
け
な
げ

し
の
び
が
た
げ

し
ぶ
げ

し
ふ
ね
げ

す
ぐ
し
が
た
げ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

11124291513264121135225611111
219311111

11
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11221113

111
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3111112
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4472132111511

1（1）21111

1111
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218223
141
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　AAABB　　
C

A
B
C

　
　
C

　
　
C

A

C
DDDD

　
　
　
D

　
　
　
D

　
B
C
D

　
　
C

A
B
C
D

A
B
C
D

　
　
　
D

A
B
C

A　
　
　
D

　
BA
B
C
D

　
B
　
　
　
D

　
　
C
D

　
　
　
D

す
く
な
げ

ー
さ
す
ご
げ

す
さ
ま
じ
げ

ー
さ
す
ず
し
げ

す
て
が
た
げ

せ
ば
げ

そ
し
ら
は
し
げ

そ
ぞ
ろ
さ
む
げ

た
だ
よ
は
し
げ

た
ち
ど
ま
り
が
た
げ

た
づ
き
な
げ

た
ど
た
ど
し
げ

た
の
み
が
た
げ

た
の
も
し
げ

ー
な
し

た
ふ
と
げ

た
へ
が
た
げ

た
ゆ
げ

つ
き
づ
き
し
げ

つ
き
な
げ

つ
つ
ま
し
げ

つ
ゆ
け
げ

つ
ら
げ

と
こ
ろ
せ
げ

と
ど
め
が
た
げ

＊＊＊＊＊＊＊
亀

＊
＊＊＊＊

31　17　1　　1　　4　　4　　1　36　14　2　　4　　1　　1　　2　　1　　3　　1　　1　　7　　1　　5　　6　　1121
31132322

1211

13

212111112
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5221
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11232132811
1116111

112111
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121611

11431

1711215
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D
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D
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B
C
D
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D

　
　
　
D

　
BA
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C
D

　
　
C

A
B
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D
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D
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B
C
D

A
B
C
D
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D

A
B
　
D

A
B
　
B
　
D

A
B
C
D

　
　
　
D

A
B
C
D

　
B
　
B
C
D

A

と
ほ
げ

と
め
が
た
げ

な
ぐ
さ
め
が
た
げ

な
げ
か
し
げ

な
げ
な
さ
け
な
げ

な
つ
か
し
げ

な
ま
う
ら
め
し
げ

な
ま
に
く
げ

な
め
げ

ー
さ
な
や
ま
し
げ

な
れ
な
れ
し
げ

に
ぎ
は
は
し
げ

に
く
げ

ー
な
し

に
く
み
が
た
げ

に
つ
か
は
し
げ

ね
た
げ

ね
ぶ
た
げ

の
こ
り
な
げ

は
か
な
げ

は
し
た
な
げ

は
つ
か
し
げ

ー
さ
ー
な
し

は
べ
り
が
た
げ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊

3265517251211716122911011912631111

61131116124214

11121

11

1213122111210
112141111
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18114215101

21311
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21141431
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B
C
D

A
B

DD

AA
B

CCC
DDDD

A
A
B
C
D

　
　
　
D

AAAAA

C
D

DDDD
A
B
C
D

　
　
　
D

A
B
　
D

は
ら
あ
し
げ

は
ら
だ
た
し
げ

は
れ
ば
れ
し
げ

ひ
と
わ
ろ
げ

ふ
か
げ

ほ
こ
ら
し
げ

ほ
し
げ

ほ
れ
ぼ
れ
し
げ

ま
ぎ
ら
は
し
げ

ま
じ
ら
ひ
に
く
げ

ま
ば
ゆ
げ

み
ぐ
る
し
げ

み
じ
か
げ

み
す
ぐ
し
が
た
げ

み
だ
り
が
は
し
げ

み
わ
き
が
た
げ

む
つ
か
し
げ

む
つ
ま
し
げ

め
ざ
ま
し
げ

め
づ
ら
し
げ

ー
な
し

め
で
た
げ

も
の
し
げ

や
す
げ

ー
な
し

や
ん
ご
と
な
げ

ゆ
か
し
げ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊

1124111111111111121331436229

1111113
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112111121112132
1111

111111
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し
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頭
語
モ
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容
詞

使
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囲

A
B
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D

　
B
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C
D

　
B

も
の
う
し

も
の
う
と
し

も
の
う
ひ
う
ひ
し

も
の
う
ら
め
し
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の
う
る
は
し
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総
数141137
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紫
上
系

文地
　の
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会
話4
ω

B
玉
童
系

語心
　内

文地
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会
話

21

C
第
二
部

語心
　内

文地
　の
31

会
話

D
第
三
部

語心
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文地
　の
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会
話4
ω

ω
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　内
2
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A　AA　AAAAAAAA　AAA　AA　　AAAAABBBBBBBBBBBBBBB　　　BBB　　BB　BCC　C　CCC　　C
DD　D　DDDDD

CC　　CC　　　CCC
DD　DDD　DDDD　D

も
の
お
そ
ろ
し

も
の
お
も
し
ろ
し

も
の
お
も
は
し

も
の
か
な
し

も
の
き
た
な
し

も
の
き
よ
し

も
の
き
ら
き
ら
し

も
の
く
る
ほ
し

も
の
こ
こ
ろ
ぽ
そ
し

も
の
こ
の
ま
し

も
の
こ
は
し

も
の
さ
び
し

も
の
さ
わ
が
し

も
の
し
ど
け
な
し

も
の
す
さ
ま
じ

も
の
ち
か
し

も
の
つ
つ
ま
し

も
の
と
ほ
し

も
の
な
げ
か
し

も
の
は
か
な
し

も
の
は
つ
か
し

も
の
ふ
か
し

も
の
へ
だ
て
が
ま
し

も
の
む
つ
か
し

も
の
も
の
し

も
の
ゆ
か
し

も
の
わ
び
し

1
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を
か
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土
・
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接
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＋
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使
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範
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の
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げ
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う
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し
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お
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し
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が
な
し
げ

も
の
き
よ
げ

も
の
こ
こ
ろ
ぽ
そ
げ

も
の
さ
び
し
げ
　
　
　
，

も
の
さ
わ
が
し
げ

も
の
つ
よ
げ

も
の
な
げ
か
し
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も
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は
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な
げ
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つ
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し
げ
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